
Press Release 新刊・書籍 
情報 

渥美育子 
グローバル教育広報事務局 
問合せ：03-6427-1627 

「グローバル化」の第1歩は日本と外国という 2 元的な捉え方をしないで、各国を俯瞰してみることにより
「全体像」を把握することが大切です。言語だけではなく、価値観、習慣、歴史、判断基準など総合的に
習得しないと真のグローバル人材とは言えません。	

渥美育子『「世界で戦える人材」の条件』6月19日(水)発売開始  

日本人初！米国で女性起業家として「TIME」誌に紹介された	
世界的なグローバル人材コンサルタント「渥美育子」初の著作！	

PHPビジネス新書『「世界で戦える人材」の条件』	

米国で 25 年間、世界のトップ企業に「グローバル企業のあり方」を教え続けた 

【グローバル人材とは一体何か？】	
「グローバル」という言葉だけが一人歩きする日本。しかし「英語を話す」だけでは、グローバル市場
でビジネスをする 能力を磨くという最も重要な目的が見失われてしまいます。	

　本書『「世界で戦える人材」の条件』（以下、本書）で
は、今まで渥美がコンサルティングしてきた世界的なグ
ローバル企業の事例を元にしながら、言葉だけではな

く、真のグローバル人材になる大切な考え方やスキル、
専門用語などを丁寧に解説しています。	

渥美育子は、アメリカとシンガポールでグローバルビジ
ネス研修会社を設立し、25 年間にわたり、 IBM、日立、

デュポン、デンソー、IHI などグローバル企業に世界戦
略やグローバル時代に活躍できる人材育成を行ってき
ました。 	

そんな渥美が、グローバル化の現場の最前線でみてき

たこと―、それは、日本では「グローバル化」という言葉
だけが先行してしまい、全く「グロ ーバル化」の意味を
理解出来ていない実情でした。	

本書では、日本人が世界で競争力を持つにはどのよう

なマインド セットが必要で、何をどのように学べばいい
か、を詳しく解説。学生や入門者の他、グローバル展
開を考えている経営者、人事担当者、など幅広い方に
読んで頂きたいと考えています。	

※本書の詳細、渥美育子のプロフィールについては次項をご確認ください。	

“21世紀型学習法”を伝授	
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【本書のポイントについて】 

■ 第1章 日本人女性企業家、米国で躍進する  

■ 第2章 グローバリゼーションとの出会い、そして衝撃  

■ 第3章 「文化」という要素から世界が見えた！ 

■ 第4章 本当の「グローバル化」を理解する 

■ 第5章 グローバルマインドを心に設定する 

■ 第6章 ＜文化の世界地図＞で、世界を俯瞰的にみる 

■ 第7章 倫理とリーガルマインドを強化する 

■ 第8章 日本のDNAを磨き、日本型 グローバル人材を目指す 

■ 第9章 ２１世紀の学習方法に切り替える 

=問い合わせ先=	
渥美育子　グローバル教育広報事務局　（カーツメディアワークス内）	

　TEL：03-6427-1627 （担当：福島・村上）	

【本書の目次】 

1,警告・・・・日本は今のままでは正しい形でグローバル化できない！	

2,提言・・・・一流の国際プレーヤーになるためには相反する2つの軸を使え！	
　　　　　　　（人間関係の軸と時間軸とのマトリックス思考に変える）	

3,救済・・・・東洋思想のスキルを活用して欧米人より効率よくグローバル人材になる！	

4,情報・・・・巻末に用語集とグローバル教育の基礎ツール＜ナビゲーター＞数カ国分収録！	

※渥美育子のプロフィールについては次項をご確認ください。	

PHPビジネス新書『「世界で戦える人材」の条件』	
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【著者：渥美育子　プロフィール】 
　青山学院大学助教授を経て、ハーバード大学研究員へ。“文
化の世界伝播”について研究。その後、米国初の“異文化マネジ
メント”研修会社をボストン郊外ハイテック地帯で起業。	

｢TIME｣誌の紹介により、米国にて爆発的なクロスカルチュラルト
レーニングブームが起きる。	

フォーチュントップの大企業（IBM、フォードモーターズ、デイジタ
ルイクイップメント、ゼロックス、など）のコンサルティング、コーチ

ングを手がけ、デュポンワールドワイドとユナイテッドテクノロジー
ズ（UTC）社の2社に至っては幹部教育を15年間担当した。	

30ケ国出身のインストラクターたちとオリジナルプログラムを開発。
70億の多様な人々の“心の構図”を読み解く＜文化の世界地図

＞™を6年かけて開発し、グローバル教育の基礎ツールとして使
われるようになる。	

2001年、アジア市場参入後はシンガポールを拠点にシンガポー
ル政府、デンソーインターナショナルを顧客にして東南アジア、

南アジアの現地社員と日本社員にグローバル研修をおこなう。	

米国同時多発テロをきっかけに子供のグローバル教育に参画。2
年かけて制作した＜地球村への10のステップ＞™がMcGrow教
育賞にノミネートされる。	

2008年、日本に帰国し、日通、日立情報関連、キヤノン、アドバ
ンテストなどのグローバル研修を担当する一方、日本浮上のため、
一般社団法人グローバル教育研究所をたちあげ、グローバル教
育の普及に尽力している。	

渥美 育子（あつみ いくこ）	
　・社団法人グローバル教育研究所	

　　理事長	
　・株式会社グローバル教育	
　　代表取締役社長	
　・超党派政策シンクタンク	
　「国家ビジョン研究会」教育分科会副会長	

=問い合わせ先=	
渥美育子　グローバル教育広報事務局　（カーツメディアワークス内）	

　TEL：03-6427-1627 （担当：福島・村上）	

【企業概要】	
会社名：　株式会社グローバル教育	
設立：　平成22年12月1日	

代表取締役社長：　渥美 育子	
所在地：　東京都港区南麻布5-10-37 ESQ広尾4階	
事業概要：　グローバル人材育成のための各種研修・セミナーの企画・運営、グローバル化促進のための各
種ツール・教材の販売、グローバル・ビジネスに特化したE-ラーニングの使用と販売、子どものグローバル教
育コンテンツ「地球村への10のステップTM」の提供	

PHPビジネス新書『「世界で戦える人材」の条件』	


